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嘉瀬小モチつき大会
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●

〃
出
稼
ぎ
農
家
の
子
供
た
ち
を
励
ま
そ
う
“
ｌ
と
十
一
月
十
Ⅶ
Ⅱ
、
黒
瀬
小
学
校
（
神
成
忠
尚
校
壜

で
「
モ
チ
つ
き
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
鴫
海
等
会
長
）
が
廃
鮎
川
収
で
神
た
お
金
で
、
子
供
た
ち
に
側
か
を

し
て
や
ろ
う
と
い
う
の
が
き
っ
か
け
で
師
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

会
場
の
Ｍ
校
体
育
館
に
は
、
腱
家
か
ら
借
り
入
れ
た
ウ
ス
が
猟
え
ら
れ
さ
っ
そ
く
モ
チ
つ
き
が
始
ま

り
、
卒
業
を
前
に
し
た
六
年
生
が
お
母
さ
ん
を
州
取
り
に
キ
ネ
を
ふ
る
い
、
ペ
ッ
タ
ン
到
り
ペ
ッ
タ
ン

コ
と
鍛
気
の
い
い
音
を
出
し
て
、
兄
物
の
下
級
生
た
ち
か
ら
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

つ
き
上
が
っ
た
モ
チ
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
手
で
ま
る
め
ら
れ
て
、
児
童
た
ち
は
お
い
し
そ
う
に
食

べ
、
近
く
の
保
育
所
の
剛
児
や
老
人
ク
ラ
ブ
に
も
、
つ
き
た
て
の
モ
チ
を
陥
っ
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。
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男7，197人 町
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文
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祭
～
４
日
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公
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ト
レ
セ
ン
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金
木
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球
選
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彰
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業
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～
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金木だより（2）

､町をめざして
金木町社会教育振興大会

「
今
後
の
活

動
を
一
層
推
進

し
て
行
こ
う
」

と
去
る
十
一
月

十
九
日
、
中
央

公
民
館
に
お
い

て
第
四
回
金
木

町
社
会
教
育
振

興
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、

各
地
域
の
子
供

会
育
成
会
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
婦
人
会
な
ど
の
代
表
者

ら
関
係
者
約
百
人
が
出
席
し
て
、

田
中
豊
蔵
町
長
が
「
健
康
で
豊

か
な
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め

に
社
会
教
育
の
一
層
の
推
進
を

め
ざ
そ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
そ
の
あ
と
、
三
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
て
討
議
に
入
り

活
発
な
意
見
が
交
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
全
体
会
議
が

開
か
れ
、
今
後
の
社
会
教
育
活

動
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
誓
い
合
い
、
最
後
に
、●

岐
近
、
中
学
、
商
校
の
生
徒

間
に
は
教
育
上
の
問
題
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

○
あ
い
さ
つ
が
で
き
な
い
。

○
公
共
物
を
大
切
に
し
な
い
。

○
学
習
に
熱
意
が
な
い
。

○
交
通
ル
ー
ル
の
違
反
。

○
、
己
中
心
的
に
物
覗
を
考
え

享
楽
的
で
あ
る
。

○
喫
煙
、
異
性
川
越
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
対
し
、

学
校
側
で
は
共
同
生
活
に
欠
か

せ
な
い
規
律
あ
る
態
度
、
習
俄

を
指
導
実
践
さ
せ
て
い
る
が
、

退
校
後
や
休
日
に
は
指
導
、
監

督
の
手
が
刷
か
な
い
こ
と
が
多

い
。
そ
の
間
の
生
活
が
乱
れ
、

非
行
に
走
っ
て
い
る
生
徒
が
多

く
、
特
に
川
稼
や
パ
ー
ト
に
出

て
子
供
の
行
動
を
把
握
で
き
な

い
家
庭
で
は
充
分
鉦
を
配
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
又
、
近

隣
の
方
々
も
我
子
岡
様
に
指
導

西
記
車
力
中
の
松
木
孝
太
郎
校

長
の
「
生
徒
と
共
に
中
国
を
旅

し
て
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
、
参
加
者
た
ち
は
熱
心
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

青
少
年
の

健
全
育
成

を
し
て
欲
し
い
。

分
科
会
に
参
加
し
た
方
か
ら

は
、
こ
れ
ら
の
探
題
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、

地
域
に
よ
っ
て
課
髄
が
違
っ
て

く
る
、
な
ど
の
意
兄
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
背
少
年
問
題
に
対

し
て
、
家
庭
や
社
会
に
う
ま
く

適
応
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
考

え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

二
年
続
き
の
冷
害
に
よ
り
、

農
家
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
般

に
蛾
虹
が
落
ち
こ
ん
で
い
る
巾

で
、
年
々
豪
華
さ
を
期
す
結
妬

披
露
宴
な
ど
生
活
改
善
の
兄
随

し
が
さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
新
生
活
協
縦
会
（

１
８
。

‐
生
活
改
善

の
推
進

▼

■ー
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「コ
マ

●

第
一
Ｍ
金
木
産
業
ま

つ
り
が
さ
る
十
一
川
十

三
Ｈ
、
十
四
日
の
両
日
、

中
央
公
民
館
と
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
盛
況
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

二
年
続
き
の
冷
害
を

克
服
し
、
町
の
産
業
振

興
と
「
健
駁
で
住
み
よ

い
盤
か
な
町
づ
く
り
」

に
寄
与
し
よ
う
と
、
関

係
機
関
十
六
Ｍ
体
で
金

木
町
産
業
振
興
会
（
会

長
ｌ
川
中
蝿
蔵
町
僅
）
を
組
織

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

開
会
式
で
旧
中
蝦
蔵
会
長
が

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
今
年
生
ま

れ
た
子
供
に
「
り
つ
ば
に
育
っ

て
下
さ
い
」
と
願
い
を
込
め
て
、

男
の
子
に
は
”
ク
ル
ミ
の
木
“
、

女
の
子
に
は
〃
キ
リ
の
木
〃
の

茄
木
を
陥
り
ま
し
た
。

第
一
会
場
の
中
央
公
民
館
に

は
、
農
作
物
や
果
実
酒
を
腱
示
、

生
活
改
蒋
工
夫
腰
で
は
、
「
米

の
．
淌
甜
拡
大
コ
ー
ナ
ー
」
が
設

け
ら
れ
、
ア
イ
デ
ア
食
品
に
人

気
が
集
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
二
川
剛
は
、
農
作
業
安

全
移
動
教
室
や
演
物
の
つ
け
方

町
の
国
畠
湿
団
侶

”
‐
■
■
嘩
四
』
画
■
副
画
■
一
・

講
習
会
、
芸
能
大
会
、
呼
び
も

の
の
「
と
ん
レ
ー
ス
」
で
訪
れ

た
町
民
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

各
出
品
物
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
農
作
物
の
部

金
賞
ｌ
〈
ネ
ギ
〉
斉
藤
タ
ミ

（
喜
良
市
）
・
〈
玄
米
〉
成
田

好
勝
（
藤
枝
）

銀
賞
Ｉ
〈
り
ん
ご
〉
平
川
久

次
郎
（
嘉
瀬
）
．
（
き
の
こ
〉

石
戸
谷
秀
一
（
金
木
）
・
〈
白

菜
〉
白
川
春
雄
（
ｇ
・
〈
大

豆
〉
吉
田
早
苗
（
蒔
凹

銅
歯
ｌ
〈
ニ
ン
ニ
ク
〉
奈
良

清
人
（
金
木
）
・
〈
り
ん
ご
〉

夏
坂
庄
二
（
同
）
・
〈
き
の
こ

1

一一

第一分科会

第2分科会
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（3）金木だより

○－~－国税だより 会
長
・
田
中
豊
蔵
）
、
中
央
公

民
館
が
中
心
と
な
っ
て
簡
素
化

運
動
の
一
環
と
し
て
、
「
公
民

館
方
式
結
婚
披
露
宴
」
を
呼
び

か
け
、
会
闘
制
で
無
理
な
く
、

無
駄
を
は
ぶ
き
合
理
的
に
行
お

う
と
協
力
を
働
き
か
け
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
、
日
揃
生
活
の
見
匝

し
か
ら
町
民
の
関
心
も
商
ま
り
、

貯蓄と税金

私たちは、住宅の購

入資金や病気などの思

いがけない出費に備え

預金したり公社債を買

って貯蓄をしています。

預金や公社債の利子は、利子所得として所

得税がかかりますが、一定の手続をとること

によって税金がかからない非課税の制度があ

ります。

そこで、非課税となる利子所得の種類と金

額について説明しましょう。

①預貯金や公社償などの利子、分配金……1

人元本300万円まで。

②国価や公募地方価の利子．．…．①と別わくで

1人額面300万円まで。

③サラリーマンの勤労者財産形成貯蓄の利子

“…･唖と別わくで1人元本500万円まで。

④郵便貯金の利子･…･･原ﾛllとしてかかりませ

んが預け入れ制限があります。

なお、これらの非課税制度を公正に運営す

るため、昭和59年1月1日から「グリーンカ

ード制度」が実施されます。

また、サラリーマンの財形住宅貯蓄の場合

最高5万円を所得税額から差引く「住宅貯蓄

控除」の適用を受けることができます。

詳しくは、最寄りの税務相談室や税務署に

お尋ねください。

九
月
に
五
組
、
十
、
十
一
月
に

各
四
組
と
、
公
民
館
利
用
の
結

婚
式
の
う
ち
、
半
数
が
会
蛮
七

千
円
に
よ
る
公
民
館
方
式
に
よ

る
も
の
で
す
。

こ
う
し
て
行
わ
れ
た
公
民
館

方
式
に
よ
る
結
婚
披
露
要
に
も
、

改
善
し
て
い
く
べ
き
様
々
な
問

題
が
あ
り
ま
す
。

○
会
曲
七
千
円
と
い
う
金
額
は

適
当
で
あ
る
か
。

○
進
行
時
間
は
適
当
か
。

○
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
可
能

で
あ
る
か
。

な
ど
の
意
兄
が
川
さ
れ
、
ま

た
、
葬
祭
に
つ
い
て
も
、
香
典

料
を
決
め
る
、
通
夜
の
席
に
は

酒
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、
今
後
の
生
活
改
善
に
意
欲

的
な
意
兄
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 ●

近
年
、
私
た
ち
の
生
活
は
物

蘭
的
に
蝋
か
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
個
人
や
家
庭
の
力
だ

け
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
迩
を
地
域
全

体
の
生
活
課
題
と
し
て
、
み
ん

な
が
参
加
し
、
協
力
し
合
っ
て

解
決
し
て
い
く
場
と
し
て
ヨ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
必
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

○
神
明
町
で
は
、
町
内
会
々
則

を
設
け
て
、
み
ん
な
が
集
ま

り
、
学
ん
で
結
び
つ
け
る
町

内
会
を
目
指
し
て
い
る
。

○
川
倉
地
区
で
は
、
み
ん
な
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

州
に
つ
い
て

参
加
し
て
親
睦
を
深
め
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
地
域
ぐ
る

み
の
運
動
会
を
実
施
、
今
年

で
七
刷
川
を
迎
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
」
と
は
、
難
か
し
ぐ
、
め
ん

ど
う
く
さ
い
も
の
で
は
な
く
、

み
ん
な
が
参
加
し
て
、
協
力
し

合
え
ば
自
然
と
生
ま
れ
て
く
る

も
の
な
の
で
す
。

国税だより ○

●P
〉
津
島
幸
雄
（
同
）
・
〈
大
豆

〉
石
戸
谷
秀
一
（
同
）
・
〈
り

ん
ご
〉
鴫
海
浄
（
嘉
瀬
）
・
〈

玄
米
〉
三
橋
キ
ヌ
（
藤
枝
）

▼
葉
た
ば
こ
の
部

金
賞
Ｉ
工
藤
正
直
（
撫
良
巾

）
・
古
川
弘
子
（
同
）

銀
賞
ｌ
工
藤
俊
雄
（
喜
良
巾

）
・
其
川
滴
雌
（
川
倉
）
・
長

尾
久
雄
（
金
木
）
・
泉
谷
竹
彦

（
川
倉
）

銅
賞
ｌ
川
瀬
強
治
釜
木
）
・

工
藤
ト
ョ
ヱ
（
喜
良
市
）
・
古

川
良
三
（
回
・
泉
谷
光
幸
（

川
倉
）
・
中
谷
実
（
同
）
・
金

脇
春
一
（
同
）

▼
肉
豚
枝
肉
の
部

金
賞
ｌ
今
憲
雄
（
喜
良
市
）

銀
賞
Ｉ
阿
部
久
治
（
金
木
）

阿
部
陽
一
（
同
）

銅
賞
ｌ
加
藤
磐
（
金
木
）
・

今
一
（
喜
良
市
）
・
今
藤
幸
（

同
）
黒
川
政
一
（
同
）
・
加
藤

一
米
の
消
黄
拡
大
コ
ー
ナ
ー
一

繁
（
同
）

▼
肉
牛
品
評
会

優
良
賞
ｌ
三
上
半
次
郎
（
神

原
）
・
荒
関
照
春
（
金
木
）
・

中
西
敬
三
（
回
・
小
笠
原
正

一
郎
同
）
・
中
谷
勝
三
（
同

）
・
山
中
孫
一
（
嘉
瀬
）
・
石

戸
谷
秀
雄
（
金
木
）

▼
う
さ
ぎ
品
評
会

金
賞
Ｉ
川
中
勝
正
（
金
木
）
・

銀
賞
ｌ
北
沢
清
一
（
金
木
）
・

田
中
勝
正
（
同
）

銅
賞
ｌ
北
沢
清
一
（
金
木
）
・

角
田
正
一
（
同
）
・
角
田
光
（

同
）口
生
活
改
善
の
部

省
資
源
作
品
展
ｌ
中
村
リ
ッ

ヱ
（
金
木
）
・
白
川
良
子
（
蒔

田
）
・
秋
元
節
子
（
同
）
・
外

崎
し
の
ぶ
（
同
）
・
沢
田
イ
ナ

（
喜
良
市
）

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
ー
木
下
キ

ミ
（
嘉
瀬
）
・
今
ハ
ッ
ヱ
（
喜

良
市
）
・
中
谷
ミ
ツ
（
川
倉
）
・

川
口
良
子
（
蒔
田
）
・
吉
剛
ツ

ヱ
（
同
）
・
秋
元
ト
シ
（
同
）

白
川
ツ
セ
（
同
）
・
小
山
内
る

い
（
嘉
瀬
）
・
沢
田
よ
し
（
同

）
・
吉
崎
喜
美
代
（
同
）

※
芸
能
発
表
協
力
団
体

金
木
婦
人
会
・
嘉
瀬
婦
人
会
．

喜
良
市
婦
人
会
、
嘉
瀬
奴
踊
り

保
存
会

第3分科会
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１
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金木だより（4）

「
毎
Ｈご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
」

園
児
た
ち
が
贈
り
物

金
木
幼
稚
幽
薗
長
‐
片
岡

八
千
雄
）
の
咽
児
た
ち
が
十
一

月
二
十
日
、
町
役
場
を
訪
れ
「

毎
日
お
仕
邪
ご
く
ろ
う
さ
ま
で

す
」
と
、
花
束
な
ど
を
贈
り
ま

し
た
。
役
場
を
訪
れ
た
の
は
、
同
幼

稚
園
の
先
生
に
引
率
さ
れ
た
約

三
十
人
の
園
児
た
ち
で
、
出
迎

え
た
中
谷
教
育
長
ら
に
大
き
な

声
で
「
お
仕
覗
ご
く
ろ
う
さ
ま

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
、
手
づ
く
り

の
ペ
ン
立
て
や
花
束
を
手
渡
し

ま
し
た
。

｛
贈
り
物
を
す
る
園
児
】

明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を

北
五
選
挙
啓
発
共
同
研
修
会

「
地
域
に
見
合
っ
た
啓
発
活

動
の
あ
り
方
を
求
め
、
穂
極
的

に
活
動
を
推
進
し
よ
う
」
と
十

二
月
四
日
、
中
央
公
民
館
に
お

い
て
、
北
五
ブ
ロ
ッ
ク
第
一
回

選
挙
啓
発
共
Ｍ
研
修
が
開
か
れ

ま
し
た
。

同
日
午
前
十
時
か
ら
関
係
者

約
八
十
人
が
出
席
し
て
始
め
ら

れ
、
午
前
中
は
、
金
木
商
校
教

諭
の
商
橘
興
氏
を
繊
師
に
識
演

が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
は
分
散

会
で
、
こ
れ
か
ら
の
啓
発
活
動

を
ど
う
進
め
た
ら
よ
い
か
を
テ

ー
マ
に
活
発
な
意
兄
等
が
交
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

一
熱
心
に
聴
き
入
る
参
加
者
一難 ｢

●

金
木
町
体
育
協
会
（
原
田
一

実
会
長
）
で
は
、
体
力
蛎
進
、

健
康
保
持
、
職
場
相
互
の
親
睦

を
図
る
た
め
に
と
、
職
場
対
抗

ナ
イ
タ
ー
卓
球
を
開
催
し
盛
況

を
兄
せ
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
十
三
チ
ー
ム

で
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
一
位
ｌ
金
木
艇
改
卓
球
愛
好

会
、
二
位
ｌ
金
木
弊
察
群
、
三

位
Ｉ
叶
柵
祉
会
大
東
ヶ
丘
サ
ン

ト
ピ
ア
ホ
ー
ム

○
北
川
本
店
、
金
木
町
役
場
、

金
木
郵
便
川
、
金
木
桝
林
料
、

小
川
川
土
地
改
良
区
、
金
木
農

協
Ａ
・
Ｂ
、
津
軽
佑
川
金
脈
、

芦
野
卓
球
愛
好
会
、
斉
藤
屯
器

ク
ラ
ブ

一
数
々
の
熱
戦
が
…
…
・
…
・
・
一

体
力
増
進
に
〃
．

■

職
場
対
抗
ナ
イ
タ
ー
卓
球

嘉
瀬
婦
人
会
〈
木
下
タ
ミ
会

長
）
で
は
、
今
年
三
月
に
完
成

し
た
第
三
保
青
所
へ
新
築
記
念

に
と
、
大
時
計
一
台
寄
贈
し
ま

し
た
。ま
た
、
剛
児
た
ち
が
の
び
の

び
と
し
た
紫
直
な
子
供
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
て
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
一
基
と
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
一
台
、
フ
ー
プ
パ
ン

ド
十
個
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、

剛
児
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し

た
。

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
に

園
児
た
ち
は
大
喜
び

一
喜
ぶ
園
児
た
ち
｝

一
贈
ら
れ
た
大
時
計
一

●
青
年
の
川
際
的
視
野
を
広
め
、

阿
際
協
力
の
粘
神
を
か
ん
養
し
、

併
せ
て
行
年
に
川
本
の
姿
を
正

し
く
蝿
解
さ
せ
、
次
代
を
担
う

中
堅
行
年
の
青
成
を
図
る
こ
と

を
側
的
と
す
る
総
理
府
主
催
の

昭
祁
五
十
六
年
度
「
苛
年
の
船
」

に
、
正
式
決
定
し
た
こ
と
を
紙

而
を
お
僻
り
し
て
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

川
港
を
岡
前
に
控
え
、
い
ま

あ
ら
た
め
て
そ
の
実
感
が
身
に

海外派遣に思う

総理府主催

「青年の船」

し
み
て
い
ま
す
。

今
凹
、
船
に
は
選
考
試
験
等

を
経
た
、
身
体
に
障
害
を
も
つ

圃
員
の
方
々
も
多
く
い
ま
す
。
｜

今
年
は
国
際
障
害
者
年
で
し
た

が
、
ど
れ
だ
け
の
方
が
親
身
に

お
考
え
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
塊

今
川
の
決
定
に
よ
っ
て
、
も
っ

と
以
前
か
ら
気
づ
い
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
へ
の

無
関
心
さ
な
ど
、
数
多
く
痛
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
地
元
の
様

々
な
問
題
を
始
め
、
青
少
年
活

動
を
兄
沌
し
、
又
、
そ
の
必
要

性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
な
け
－

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
船
に
は
ど

ん
な
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
逃

げ
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
長
い
船

で
の
研
修
、
他
国
で
の
研
修
な

ど
で
、
州
脚
後
十
分
生
か
せ
る

よ
う
努
力
し
、
こ
の
町
の
青
年

と
し
て
、
又
、
川
本
青
年
を
代
表

し
て
、
立
派
に
長
期
研
修
を
穣

ん
で
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今万利子さん@2)

金木幼稚園教諭

一一

一一

垂

酷1



（5）金木だより

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
か

ら
外
国
人
の
方
も
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
は
、
今
回
の
改
正

に
よ
り
、
日
本
に
住
所
を
有
す

る
外
国
人
の
う
ち
被
用
者
年
金

制
度
の
加
入
対
象
と
な
ら
な
い

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人

が
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

六
十
歳
ま
で
に
二
十
五
年
以
上

保
険
料
を
納
め
れ
ば
六
十
五
歳

か
ら
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
六
十
歳
ま
で
に
受
給

ど
の
治
療
は
、
健
康
保
険
で
受

け
ら
れ
ま
す
。

歯
に
金
属
を
か
ぶ
せ
た
り
、

入
れ
歯
を
つ
く
る
場
合
も
、
銀

合
金
や
合
成
樹
脂
な
ど
普
通
の

材
料
を
用
い
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

（
デ
」
↑
痒
咽
ト
レ
秀
に
十
ｙ
か
〃
）

国
民
年
金
に
外
国
人
の
方
も

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

む
し
歯
や

《歯の治療》

保
険
と
自
費
の
範
囲

歯
椚
の
う
ろ
う
な
健
康
保
険
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

基
本
的
に
は
保
険
で

受
け
ら
れ
ま
す

資
絡
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
は
、
圃
民
年
金
を

脱
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
被
用
者
年
金
制
度
に
加

入
し
て
い
る
者
の
外
脚
人
で
あ

る
配
偶
粁
等
は
任
意
加
入
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
外
側
人
の
方
も

老
後
は
安
心
し
て
蕊
せ
る
よ
う

に
刷
民
年
金
の
加
入
を
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
町
役
場

の
国
民
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

し
か
し
保
険
が
効
か
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
①
予
防
処
世

（
フ
ッ
素
を
塗
る
な
ど
）
②
歯

並
び
を
直
す
③
材
料
や
治
療
法

が
特
殊
な
場
合
ｌ
な
ど
で
す
。

③
の
「
材
料
や
治
療
法
が
特

●

殊
で
、
保
険
の
効
か
な
い
場
合

」
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

▼
金
合
金
や
白
金
加
金
（
白
金

入
り
の
金
合
金
）
を
つ
め
た

り
か
ぶ
せ
た
り
す
る
。

▼
か
ぶ
せ
る
歯
（
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

冠
）
に
特
別
な
陶
質
材
料
を

用
い
る
。

▼
入
れ
歯
の
「
バ
ネ
」
や
「
バ

ー
」
に
Ｍ
金
を
超
え
る
金
合

・
金
や
、
白
金
加
金
を
用
い
る

▼
入
れ
歯
の
「
床
」
を
金
属
に

す
る
。

、
川
禰
川
大
橘

ム
マ福

士
徳
川
沢
川
米
谷
泉
谷
吉
崎
船
水
川
中
三
潟
安
田 お

め
で
と
う

裕
子
（
仁
美
）
金
木

拓
也
（
修
）
嘉
瀬

商
太
（
佑
夫
）
惑
良
巾

悠
哉
（
正
行
）
黙
瀬

勉
（
六
千
雄
）
金
木

雌
（
正
則
）
蒔
川

大
俊
（
孝
夫
）
金
木

周
平
（
日
出
明
）
謀
良
巾

智
（
勝
治
）
〃

利
彦
（
利
春
）
嘉
瀬

泰
孝
（
泰
宏
）
金
木

裕
樹
（
馨
）
〃

麻
衣
（
耕
蔵
）
川
倉

優
（
宏
）
金
木

へ

11

月
、一

お
し
あ
わ
せ
に

山
川
紗
失
番
（
民
男
）
金
木

津
島
慶
太
（
秋
好
）
〃

外
崎
舞
子
（
久
也
）
〃

こ
と
も
あ
り
ま
す
（
材
料
差
額

方
式
）
・
以
上
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
治
擁
を
受

け
る
前
に
、
歯
医
者
さ
ん
と
よ

く
締
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

‐
一
館
山
茂
子
肩
壱
五
所
巾
商
橘
き
よ
誘
謹
金
木

貴
金
憾
（
金
合
金
、
白
金
加
一
（
細
淵
謹
懇
志
所
郷
騨
溌
一
畿
喜
鋒
市

▼
入
工
歯
が
三
本
以
上
の
ブ
リ

ッ
ジ
を
行
う
。

陛
融
潔
通
癩
謡
諺
鶏
鯲
鯉
蕊
駕

た
だ
し
、
前
歯
の
治
擁
で
は
、

露
木
篝
蕊
霧
岬
内
鯏
悪
悪
癖

材
料
聾
の
一
部
に
保
険
が
効
く

ヘヘヘヘー、へへ

鈴松加藤襖今津津ll｣杣鈴加山米
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金木よだり（6）

、

お知ら
せ

楽な資金繰りは

特別保証制度で

金木町では、中小企業者の資金

繰りの円滑化をはかるため、青森

県保証協会と協調して特別保証制

度を実施しております。

口簡易小口資金

(1)資金の使途運転及び設伽資金

(2)保証金額300万円以内

(3)保証期間3カ年以内

(4)利息及び保証料

利息金融機関の所定利率

保証料年率0.95％

(5)保証人1猪以上

口中小企業近代化資金

(1)資金の使途運転及び投術資金

(2)保証金額1,000万円以内

(3)保証期間7カ年以内

(4)利息及び保証料

利息金融機関の所定利率

保証料年率0.95％

(5)保証人及び担保

1名以上とし、必要に応じて

机保を徴する。

※詳しいことは青森県信用保証協

会本所、及び支所へお問い合わ

せ下さい。

乳幼児の健康診査

乳幼児の健康診

査を次の日程で行

います。該当する

乳幼児には、必ず

受診させるように

して下さい。

ふく

身体障害者の

職業訓練生の入校案内

青森県立身体障害者職業訓練校

では次の要領で訓練生を募集して

おります。

口募集科日及び人貝

・光学機器製造科、一般事務科、

製版印刷科

・募集人員は各科とも10名で性

別はIHlいません。

・訓練期間は1年間です。

口応募資格

・身体障害者手帷の所持者

・1年間の訓|練に耐えられる者

・訓|練を行うことにより再発ま

たは悪化のおそれのない者

・伝染病、粘神障害、てん換性

疾患等集川生活に不適当な疾

病をｲj.する者

口応募手続

次の詳類を肢寄りの公共職業安

定所に捉出して下さい。

1．入校願『Iド

2．身体検介i¥

3．写真

4．その他

口願諜受付期間

昭和57年2月15冊まで

※詳しいことは、公共職業安定所、，

福祉事務所又は県立身体障害者｜
職業訓練校にお問い合せ下さい。

口受付[1時

1月14II(木）

午後1時～2時

● 口場所

公立金木病院小児科

口対象

昭和56年10月生まれ

(ﾕ壷旦力月児健屋診査）
口受付日時

lノ11411(木）

午後12時40分～1時

口場所

公立金木病院小児科

口対象

昭肘155年7ノj生まれ

除雪作業にご協力を1
1.路|駐叩をしないで~ドさい。

2.除'IJI(が作業II1の場合30m以内

に近寄らないでドさい。

3．「占側走行除'i」も行います。

4.物件破批負傷等は、管内土木

＃{;務所に迎絡をしてドさい。

5.路上で運行不可能になったら|I

印に赤旗を立てて下さい。

6.道路にリjを捨てないで下さい。

7道路を広く使いましょう。

献血にご協力を！
こまったときのため、こまって

いる人のために皆さんのご協ﾉを

お待ちしております。

□i二1時・場所

IIHhl57年1ﾉ12111(木）

午前10時30分～正午まで

金木町役場前

午後1時30分～3時まで

公立金木病院前

●

’児童生徒の明るい選挙啓発標語集④

○正しい選挙で明るい町をつくろう一一…-…………---…-嘉瀬小6年

○その一票がこの世をきぬる命の一票－－－…－…－－…－－〃

○さあ目覚よう明るい町づくりに--…-……一…---…--……-金木中3年

○正しい選挙は私たちの町の保存すべき歴史一・・一…．．－〃

海美保子

山幸子

野治美

田智子
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間
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